
 

 

 

１．はじめに 

科学技術の発展と共に電気は私たちの生

活になくてはならないものになりました。そ

れに伴い電気が流れることから発生する電

磁界が私たちの健康に何らかの影響を与え

るのではないかと人々の興味関心を集めて

います。私たちの周りには電磁界が飛び交い

溢れていますが、そもそも地球自身が大きな

磁石であり地磁気を発生しています。まさに

私たちは電磁界のある空間の中で生活して

いるのです。 

２．電磁界の種類と防護指針 

 電磁界とは電界と磁界が組み合わされたも

ので、一般的にいう電磁波とは電界と磁界が

交互に発生しながら空間を伝わっていく波の

ことをいいます。光もまた電磁波の一種であ

り、電磁界は周波数(波長)によって分類するこ

とができます(表１)。電磁界が空間を伝わる速

さは光の速さｃ(m/s)と同じ毎秒 30 万 km で

す。波動現象において周波数ｆ(Hz)と波長λ

(m)の関係は次の式で定義できます。 

         c=fλ 

例えば、周波数が 300Hz の波長は 1000km と

なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
また高周波電磁界よりも周波数が高いも

のには赤外線、可視光線、紫外線、放射線が

あります。このうち、紫外線の中でも周波数

が高いものと放射線には、電離作用(物質を

イオン化する作用)があります。静電磁界、

超低周波、中間周波、高周波電磁界には、電

離作用はありませんが人体に対していくつ

かの作用があります。 

静電磁界には放電を伴う作用、超低周波電

磁界には組織内に電界や電流を生じる刺激

作用、高周波電磁界には組織の温度上昇を生

じる熱作用があります。この熱作用を応用し

たものが電子レンジになります。人体に対し

て、これらの作用には、しきい値(反応を生

じる刺激の最小値)がありますのでこれに基

づいて安全率を考慮して国際的なガイドラ

インの限度値が決められています。2010 年

に国際非電離放射線防護委員会(ＩＣＮＩＲ

Ｐ)は、電磁界に対して短期的なばく露影響

から一般の人と労働者を防護するガイドラ

インを設定しています(表 2)。 

 

 

 

 

 

 

３．おわりに 

現在も電磁界についての研究はさかんに行

われており、電磁界をシールドする商品等も

世の中にはたくさん出ています。当センター

でも企業との共同研究として高周波電磁界の

シールド機能を付与したフェルトシートの開

発を行ってきました(愛産研ニュース 2010 年

7 月号)。今後は超低周波電磁界についても視

野に入れ研究開発を進めていきたいと考えて

います。 
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名称 周波数

(Hz) 

主な発生源例 

静電磁界 0 地磁気、ＭＲ

Ｉ、鉄道 

超低周波電磁界 0～300 家電製品、電力

設備、鉄道 

中間周波電磁界 300 ～

10M 

ＩＨ調理器、電

子タグ、放送

局・通信設備 

高周波電磁界 10Ｍ～

300Ｇ 

非接触式ＩＣ

カード、携帯電

話、基地局、無

線機器、通信設

備、放送局、電

子レンジ 

表１ 電磁界の分類 
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50 20 200 100 1000 

60 24 200 120 1000 

表 2 ＩＣＮＩＲＰガイドラインの参考レベル
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